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合年度は、主に前橋市西部の元総社地区で発掘調査を行

いました。ここは、古代の群馬県の中心であった上野国府

（こうすけこくふ）が置かれたところと考えられています。

また、中世には群馬県で最も古いお城と考えられる董海城

（おうみじょう）が築かれました。令年の調査では古代の竪

穴（たてあな）住居や役所に関連する建物、中世の薦海城

に関連する堀跡や屋敷跡が見つかりました。

元総社蒼海遺跡群 (105)

上：矢印で

示した井戸

跡から茶臼

が出土しま
した。
左：井戸や

柱穴などた

くさん穴が

見つかりま

した。

ここは表紙で紹介した茶臼が見つかったところです。

東側と南側は深く掘られた蒼海城の堀跡があり、堀で囲

われた部分は蒼海城の一画となっていたようです。井戸

跡のほかに多数の柱穴（ちゅうけつ）が見つかり、蒼海

城に関連する屋敷が建っていたと考えられます。また当

時使われていた陶磁器（とうじき）類や石造物 （せきぞ

うぶつ）も見つかっています。

荼臼の使い方

下の絵のように、 上

の臼の上の穴からお

茶の葉を入れ、反時

計回りに回します。

上と下の臼の間には

中心から外にむかっ

て溝が掘ってあり、

ひかれてこまかくな

ったお茶はこの溝に

よって中からでてき

ます。

③上と下の臼の間から
ひかれたお茶がでて
きます

~ 
出土した茶臼。
横の穴に取っ
手をつけて回
します。

①り言葉を含巨う②；:: 
~ 

こ~""
ここでは、住居の床面が焼けて

赤くなった炉（ろ）の跡が見つかリ、

鉄を鍛える際に生じた屑（くず）

も見つかっていることから、鉄製

品を生産するための鍛冶工房 （か

じこうほう）跡と考えられます。

左 ：中央の矢印のところが長 工房跡の中央には、長方形の土手

方形に囲われた炉の跡です。 状に囲つた中に複数の炉があって、

上：矢印方向から見た鍛冶炉。鍛冶炉としてはとても珍しいかた

両側と奥が土手状に囲つてちをしています。
ありました。
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鳥羽収蔵庫資料展

平成27年11月8日に、鳥羽町

にある文化財保護課鳥羽収蔵庫

で展示会を開催しました。

元総社地区でいままで出土し

た遺物や、平成26年度の前橋市

の調査で新たに見つかった遺物

を展示しました。

当日は地元の方をはじめ、多

くの方が見学に来てくれました。
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元総社葦海遺跡群 (108)

この調査では、浅く掘られた古代の溝（みぞ）の中に、た

くさんの土器が捨てられている様子が見つかっています。捨

てられていた土器のほとんどは、当時の人々が使っていた杯

（つき） や椀 （わん） などの食器で、ほかにはベルトのバッ

クルと考えられる鉄製品もありました。なぜ大量の土器やバ

ックルが溝に捨てられたのかは、まだ分かっていません。

元総社蒼海遺跡群 (110)

この場所からは、占代の竪穴住居跡がたくさん見つかりま

した。このほかに中世の地下式坑 （ちかしきこう）と呼ばれる、

四角く掘られた深い大きな穴が見つかっています。もともと

は地下室でしたが、天井が落下してしまったことが、土層の

堆積（たいせき）状況から分かります。写真の人が右手で探

っている辺りから上に天井があリました。

(17街区）

ここでは、すぐ北側の牛池川にむ

かってスDープ状に降りていく溝跡

が見つかりました。溝の底面には硬

く締（し）まった土の層や石敷きが

あることから、古代の道路の跡と考

左：中央のくほんでいる えられます。写真の土層断面に見え

部分が道の跡になります。 る臼い層は、浅間山が1108年に噴
上： 道を覆つていた土層

火したときに積もった火山灰です。
の断面。臼＜凹 （お う）
レンズ状に堆積した層が このことから、この道路は1108年

浅間山の火山灰です。 以前に使われなくなっていたことが

分かります。



元総社小学校での発掘調酉

元総社小学校の校庭の調査も、今年度で3回目となり ¥l 渫~~
芯 ，・S

ました。 ， —-直

実は、元総社小学校の校庭は、昭和30年代にも発掘 ＇．

調査をしたことがありました。そのとき、大きな掘立柱

建物（ほったてばしらたてもの）の跡が2軒見つかり、

その後、遺跡は砂で保護しながら埋め戻してありました。“

今年度の調蓋では、かつて遺跡の発掘をした場所を確

認するために行いました。かつて遺跡を発掘した場所は、

校庭の朝礼台の南のあたりと言われてきましたが、その

辺りを発掘してみたところ、2軒の掘立柱建物のうちの

1棟が確認できました。さらにその建物跡の東側で、新

たに柱の穴が一つ見つかりました。この柱の穴は、新発

見の建物の柱の穴、もしくは再調査された建物に取り付

くへいの柱の穴ではないかと考えられます。

今年度の調査では、元総社小学校の調査では初めて一般向けの遺跡の

現地説明会を開催しました。8月のお盆明けでもまだ暑い日差しの中、

地元の方をはじめ、遠方から来場してくれた方も、 熱心に説朗を聞きな

がら遺跡を見学してました。

また、元総社小学校の5・6年生を対象とした見学会も開催されました。

掘立柱の建物跡見つかる

遺跡名

も元とそ総う社じゃ蒼おう海み遺いせ跡き群ぐん

す推いて定いこ上うず野けこ国く府ふあ跡と

あ朝さ倉くら後ごか閑んす水いで田ん遺いせ跡き

か川わま曲がリ地じぞ蔵う前まえ遺いせ跡きNa4 

も元とそ総う社じゃ玲中うが学つ校こう遺いせ跡き

元総社小学校のまわりでは、これまでも総社神社の

境内や、そのまわリの家や畑で、その土地の所有者に

協力してもらいながら発掘調査をしています。

今年度は、総社神社の西のあたリで発掘調査を行い

ました。そのうちの 1か所の調査場所で、小学校で見

つかった建物と同じような掘立柱建物の跡が 1棟分見

つかりました。

元総社小学校やそのまわりには、こうした大きな建

物がまだまだあるかも知れません。

へ平いせ成い27ね年ん度ど ま埋いぞ蔵うぶ文ん化かざ財いは発つ掘くつら調よう査さい一ち覧らん
森合 問い含わせ先 含女

平成27年度の発掘調査成果
所在地

も元とそ総う社じゃま町ち・そ総う社じゃま町ちそ総う社じゃ

も元とそ総う社じゃま町ち

あ朝さく窟らま町ち・後ごか閑んま町ち

か川わま曲がりま町ち

そ総う社じゃま町ちそ総う社じゃ
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